
















　　　記憶と記憶は繋がらないと記憶として機能しないから、まずは脳内の地図ができないと……呆けるんだよ？







　朝起きると街の風景が違う。

　寂れていく街並みが急に賑やかに、それでいて美しく……そしてまた地形ごと変わっている！

「城壁が拡張されて広がっているようです」

「その内側に知らない公園と路が」

　そう、昨日の地図と違う街。

　明日はもっと豊かに変化していく街並み。

　そう……また地図を更新せねば、またもや住民の迷子が多発する！

「道を優先に調査を急げ。基準になる建物を見つけ出すのだ」

「はっ、すぐに」

　そして、そんな作業に慣れてしまった。だがそろそろ、此の領館の地図は完成しないものだろうか。うむ、怖くて知らない廊下が通れないのだが？

「拡張は雑貨屋裏倉庫と、宿屋の裏が再開発されております」

「それに合わせて大通りが広く長く。現在、規模を測量中です」

　計画された利便性、そして敢えて直線にせずに繋がっていく路々。そこへ人が溢れ街が賑わい、まるで夢見るように昨日違う街を見て歩き、昨日よりも幸せな街がざわめき立つ。

「だって、落ちてたんだよ。多分、ずっと？」

「「「一体何処に落ちてない土地があって、そし手落ちてたからって土地を拾わないの!!」」」

　誰もが生きるのに必死だった街に、景観が生まれ人の心が変わった。誰もが信じられなかった明日を、明日はもっと幸せなのだと夢見させるように街並みが生まれ変わっていく。

「毎朝毎朝、夢の続きか。幸せとは思っていたより心臓に悪いな」

　魔を恐れ、魔から守り逃げ込むための街だった。それが今では……じわじわと城壁が、魔の森へと拡張されて侵略している。うむ、知らない第三城壁だ？

「ちょ、三秒どころかずっと前から落ちてたんだよ？」

「大体、天空のお城以外の地面ってみんな落ちてるのよ！」

　街を賑わわせ広げたい、豊かに笑顔で満たしたい。それは領主の観る夢、それは絶望の中で観る儚い夢だったのだが……現実が夢物語を凌駕していて地図が追いつかない。

「夢のようだが……見果てぬ夢より広範囲だな」

「ええ、計画するだけで途方も無いものが……せめて計画してから作られると、手も打てるのですが」

　軍が交通整理しながら新しい区画を調査していく、その新しく美しい街並みに人が流れ街が広がっていく。そんな夢は誰も見たことなど無いであろう、夢見るにも烏滸がましいほどの降って湧いたような幸せだが……そうか、今日も幸せは土砂降りらしい。

「明日に夢見られるから笑えるのだな。私は領民に明日すら信じさせてやれなんだのに」

「悪夢の中を、ただ必死に生きてきた我等には無理なのでしょう。今、此の現実を認めるのすら目眩がしますから……西南に新しい門と、そこから道が伸びているそうです」

「おそらくは……その先にまた知らない町や村が」

　ああ、きっとその先にも笑顔が在るのだろう。きっと幸せには果はてがなく、何処までも何処までも……また地図が必要なのだろう。

「遥様からの地図ですが……残念ながら相変わらずです」

「おお、メリエール……やはり相変わらずか」

「はい、全く完璧に完膚なきまでに相変わらずです！」

　それは奇跡のように正確で緻密な新しい幸せの形、そして……「なんか人参くれた村」や「さっきまで森だった道なき道だったけど直通した道？　みたいな？」とか「新たなる南瓜の村MkⅡ？　でも、半分麦畑だな？」だとか、名称だけが全く意味不明な新たな辺境の地図。

　それは昨日まで誰も夢にすら見なかった夢の形、そして……測量は不必要だが、至急調査が必要な知らない辺境。

「夢にまで見た日々だが……幸せとは仕事が増えるのだな？」

「ええ、魔物と戦うより、現実のほうが困難だったのですね」

　私は辺境伯で、此処がその領館なのだが……駄目だ、知らない辺境だ。
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